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地域包括ケアシステム

2022年9月17日

＠松本深志高等学校
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信州大学経法学部

井上信宏

井上は何を研究しているのか？

『寝たきりにな5ない地域j

どうやったち作れるか？
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•it唖；�I；笹証書記l富· コミュニティヘルスの地域づくり・関係づくりから
持続可能な社会システムを考える

研究室が挑む社会問題のひとつは「健康寿命を延ばし、 高齢者の孤狐死を防ぐ
にはどうすればよいかム私たちは、この問題の解決方法のひとつとして

”

つなが
りと笑顔がある地域づくり ・ 関係づくり

”

を研究しています。
“雑もが、住み慣れた家で、 地域で、自分らしく安心して暮らし続けること

”

は、
私たちが望んでいるふつうの幸せです。しかし今の私たちは、 ふつうの幸せを達成
するのが難しい時代を生きています。 その脊景にあるのが人口減少と少子高齢化
の同時進行です。

ふつうの幸せを保障するしくみのひとつが「社会保障Jてす。 しかし経済成長と
人口治加を背僚に作られたしくみのために 、 この社会問題を板本から解決できませ
ん。私たちはコミュニテイヘルスを手がかりに、この問題の解決方法を探っています。

・砧話値晶画脳逼当証函岨・
私たちの研究の紬足は「社会政策Jと「社会調査」にあります。
社会政策とlふ個人のカだけでは解決ができ な い社会問題を 解

決するための公共政策です。社会保障、 社会福祉、 健康政策、 生 ］ 
活問題、 地滅づくり、 教育、 ジエ ンダー、 労働などのテーマ群から 研究成家老社会実益することもぜミナルの研究のひとつです．理高で憎られた成果老

成り立っており、 高齢社会問題、 絡愛社会と貧困問題、 健康格差、

わかりやすく地援活動に活かす作車�研宛司御三大切芯プロセスです．写園協松本市

井上信宏 教侵
1998年3月に東京大学大
学院経済学研究科を修了、
同年4月に信州状学経済学
穆に着任. 2011年9月か
ら教授． 専攻は社会政策
社会調査． 現在、 コミュニ
ティヘルスに注目して、 人
口調f'J>・高齢社会における
持続可能主主地域づくり・関
係づくりを研究している．

域主制Zの高嘗者廿ロンの喝を信りてヲリスマス会を企画・置室したときのものです．各世代の生きづらさなど 、現代的な社会問題の解決を図るための政
策科学ですa E彰列島先：1:ll・

研究室（ゼミナール）では、 社会政策の考え方を身につけ、 解決
すべき社会問題を選び出し、その問題の背景を社会鰐査の手法で科
学的に分析し、 解決 に向けた政策提言を導き 出す研究をしています。

私たちが注目するコミュニテイへIレλとは ”自分で生き方を選ぶ
自由が包められている” 社会関係のなかで、 ”客観的にもll!められ
る健康な状態で生活を送る” ことができる地法社会を創り出すこと
にあります．

研究室の卒業生は、 市町村自治体の職員、 N問の職貝として、

政策提言 に向けた基礎調査や地域づくりに主体的に取り組む仕事
に獄くことが期待されています．

20日年から信州大学経法学部がある長野県松本市と凶カし
て、 ”つな がりと笑顔がある地域づくり” の実践研究を重ねてき
ました。 これ は、 住民の生活圏に行政職貝や医療・介護 ・ 福祉
の専門職、 地減住民と悔働で「地峨包括ケアJと雷われるコミュ
ニテイヘルスのある地法社会 をかm：する取り組みです。 この 取
り組みには、 研究室の学生も怠加してい ま す。
現在では、 長野県下の自治体の惰力を得て、 未来人の観点で

持続可能な社会システムを111）り出す「フュ ーチャ ー ・ デザインJ
を社会 実装するための研究をスタ ー トしました。

・都道府県別平均寿命の分布
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